様式第３号（第２条、第４条、第７条、第13条関係）

総括安全衛生管理者・安全管理者・衛生管理者・産業医選任報告

	事　業　場

の　名　称
	
	事業の種類
	衛生管理者の場合
	坑内労働又は有害業務(労働基準法施行規則第18条各号に掲げる業務)に従事する労働者数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　人

	事業場の
所　在　地

	
	
	
	坑内労働又は労働基準法施行規則第18条第1号、第3号から第5号まで若しくは第９号に掲げる業務に従事する労働者数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人

	電話

番号
	
	労働者数
	
	産業医の場合は、労働安全衛生規則第13条第1項第2号に掲げる業務に従事する労働者数
　人


	フ　リ　ガ　ナ
	
	

	被選任者氏名
	

	選任年月日
	年　  月    日
	生年月日
	年　   月     日

	選任
種別
	1.総括安全衛生管理者

2.安全管理者

3.衛生管理者(4以外の者)

4.衛生管理者(衛生工学担当)

5.産業医

	・安全管理者又は衛生

管理者の場合は担当

す　べ　き　職　務
	
	専属の別
	1.専　属

2.非専属
	他の事業場に勤務している場合は、その勤　務　先　
	


	
	
	専任の別
	1.専　任

2.兼　職
	他の業務を兼職している場合は、その業務
	

	・総括安全衛生管理者又は安全管理者の場合は経歴の概要
	

	・産業医の場合は
　医籍番号等
	種別
	
	医籍番号
	
	


	フ　リ　ガ　ナ
	

	前任者氏名
	

	辞任、解任等の年月日
	年　　月　　日
	参　考　事　項
	


　

　　平成     年　  月   日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                             　　　　　　　      氏　　　　名　　印

高知県人事委員会委員　様

記載上の注意

1　記入すべき事項のない欄は、空欄のままとすること。

2　「事業の種類」の欄は、総括安全衛生管理者の場合は労働安全衛生法施行令第2条各号に掲げる業種を、

安全管理者の場合は同条第1号又は第2号に掲げる業種を、衛生管理者又は産業医の場合は日本標準産

業分類の中分類により記入すること。

3　「安全管理者又は衛生管理者の場合は担当すべき職務」の欄は、安全管理者又は衛生管理者ごとに職

務区分が分かれている場合はその分担を記入すること。

4　「総括安全衛生管理者又は安全管理者の場合は経歴の概要」の欄は、総括安全衛生管理者又は安全管

理者の資格に関する学歴、職歴、勤務年数等を記入すること。

　5　「産業医の場合は医籍番号等」の種別は、別表に掲げる種別の区分に応じて該当番号を記入すること。

　6　「参考事項」の欄は、次のとおりとすること。

(1) 初めて総括安全衛生管理者、安全管理者、衛生管理者又は産業医を選任した場合は、「新規選任」

　と記入すること。

(2) 安全管理者選任報告にあっては、労働安全衛生規則第4条第1項第3号に規定する事業場である場

　合は「指定事業場」と記入すること。

(3) 産業医選任報告にあっては、産業医の専門科名及び開業している場合はその旨を記入すること。

　7　衛生管理者選任報告の場合は、衛生管理者免許証の写又は資格を証明する書面(又は写)を、産業医選任

　　報告の場合は、医師免許証の写及び労働安全衛生規則第14条第2項又は同規則附則第2条に規定する者であることを証する書面(又は写)を添付すること。

別表

	　種　　　　　　　　　　別
	番　　　号

	労働者の健康管理等を行うのに必要な医学に関する知識についての研修であって厚生労働大臣が定めるものを修了した者
	日本医師会の産業医学基礎研修を修了
	1

	
	産業医科大学の産業医学基本講座を修了
	2

	労働衛生コンサルタントで試験区分が保健衛生である者
	3

	大学において労働衛生に関する科目を担当する教授、
助教授又は講師の職にあり又はあった者
	4

	労働安全衛生規則第14条第2項第4号に規定する者
	5

	平成8年10月1日以前に労働大臣が定める
研修の受講を開始し、これを修了した者
	6

	上のいずれにも該当しないが、平成10年9月30日において
産業医としての経験年数が3年以上である者
	7

	上のいずれにも該当しない者（平成10年9月30日までの経過措置）
	8


